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年　　　度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H32
　

農業法人数 251 266 301 313 321 332 349 360 385 412 453 508 780

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
や
、
８
月
の
繰
り
返
し
襲
来
し
た

台
風
な
ど
で
、
全
国
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
は
自
然
災
害
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制

度
は
こ
れ
ま
で
、
農
業
災
害
対
策
の
柱
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
発
足
70
周
年
と

な
り
、
未
来
に
向
け
て
一
層
の
機
能
発
揮
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
さ
ら
な
る
農
家
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
収
入
保
険

制
度
が
創
設
さ
れ
、
個
々
の
農
家
の
農
業
収
入
補
償
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
と
し
、
１
年
分
の

実
績
で
も
加
入
を
認
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
31
年

実
施
に
合
わ
せ
、
平
成
29
年
分
の
青
色
申
告
を
活
発
に
促
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
制
度
の
実
施
主
体
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
新
た

に
設
立
す
る
全
国
組
織
と
す
る
よ
う
検
討
が
進
み
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
自
体
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
収
入
保
険
が
任
意
加
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、

農
作
物
共
済
の
任
意
加
入
へ
の
移
行
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
体
制
を
整
え
る
た
め
、
農
家
・
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
ま
た
は
収
入
保
険
制
度
の
い
ず

れ
か
に
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
県
は
一
組
合
と
な
っ
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
組
合
と
な
る
よ
う
努

力
を
惜
し
ま
ず
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

一層の機能発揮へ
　　　　  決意を新たに

宮城県農業共済組合
　　　組合長理事 佐藤  　敬

　
宮
城
県
の
農
業
法
人
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成

16
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
約
２
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
産
か
ら
実
施
さ
れ
た
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
で
農
地
集
積
が
加
速
さ
れ
、

特
に
、
平
成
24
年
度
以
降
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
農
業
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
す
沿
岸
市
町
を
中

心
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
法
人
化
に
は
、
大
き
く
分
け
て
制
度
上
の

メ
リ
ッ
ト
と
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
税
制
面
で
の
優
遇
や
制

度
資
金
の
融
資
枠
拡
大
、
農
地
取
得
手
続
き
の
負

担
軽
減
な
ど
で
、
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
経
営

管
理
能
力
の
強
化
や
安
定
的
な
人
材
確
保
、
対
外

信
用
力
の
向
上
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
競
争
力
の
あ
る
持
続
的
な
農
業
を

展
開
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
が
、
単
に
法
人

化
す
る
だ
け
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
経
営

努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
を
元
気
に
す
る
次
世
代
の
担
い
手

た
ち
に
は
、
高
付
加
価
値
化
や
販
売
強
化
と
い
っ

た
、
独
自
の
強
み
を
生
か
し
た
経
営
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県内の農業法人数の推移

※農業法人数は各年度の3月末時点の数値を示します　（県農業振興課調べ）
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集

次
世
代
に
つ
な
ぐ 

農
の
か
た
ち

農
業
は
食
を
生
み
、
食
は
命
の
源
で
す
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
担
う

農
業
法
人
は
、
農
業
・
農
村
の
維
持
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と

と
も
に
、
安
全
安
心
な
農
産
物
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

（目標）

和み 2017. 1 0203 和み 2017. 1



○
組
織
構
成

　
代
表
取
締
役
・
赤
間
良
一
さ
ん
（
51
）

　
従
業
員
３
人
（
農
繁
期
は
パ
ー
ト
従

業
員
を
雇
用
）

○
設
立
年
月

　
平
成
25
年
１
月

○
主
な
経
営
内
容

　
水
稲
（
38・９
㌶
）、飼
料
用
米
（
３・

５
㌶
）、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
10
㌶
）
を
手
掛
け

る
ほ
か
、
平
成
28
年
に
は
甘
酒
「
七
ツ

森
の
甘
酒
」
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
現

○
組
織
構
成

　
代
表
取
締
役
・
赤
坂
芳
則
さ
ん
（
66
）

構
成
員
６
人
、
従
業
員
10
人

○
設
立
年
月
日

　
平
成
６
年
３
月
10
日

○
主
な
経
営
内
容

　
水
稲
（
23
㌶
）、
大
豆
（
10
㌶
）、
小

麦
（
７
㌶
）
の
生
産
に
加
え
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
（
３
㌶
）
と
綿
花
（
60
㌃
）
を
契

約
栽
培
し
て
い
ま
す
。
加
工
・
販
売
に

も
積
極
的
で
、
切
り
餅
や
お
こ
わ
類
に

し
て
、
自
社
直
売
所
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

○
経
営
戦
略

　
「
自
社
米
の
高
付
加
価
値
化
、
販
売

先
の
確
保
に
何
が
必
要
か
」。
こ
の
問

い
に
応
え
る
よ
う
、
品
質
を
追
求
し
、

米
作
り
で
は
栄
養
週
期
栽
培
と
い
う
独

自
の
栽
培
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

加
工
に
も
安
全
と
安
定
し
た
品
質
を
求

め
、低
温
保
管
倉
庫
や
精
米
プ
ラ
ン
ト
、

食
味
分
析
と
い
っ
た
最
新
の
設
備
を
整

備
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
新
年
の
抱
負

　
収
益
性
の
向
上
を
目
指
し
、
大
手
菓

子
メ
ー
カ
ー
「
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
」

と
の
契
約
栽
培
を
強
固
に
す
る
た
め
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
面
積
を
増
や
し
た

い
で
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
や
飲
食
店
に
直
接
販

売
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
信
頼
関
係
の
も
と
で
農
産
物
を

提
供
し
た
い
で
す
。

○
組
織
構
成

　
代
表
取
締
役
・
佐
藤
克
行
さ
ん
（
40
）

　
ほ
か
役
員
２
人
、従
業
員
12
人（
パ
ー

ト
含
む
）

○
設
立
年
月
日

　
平
成
15
年
１
月
８
日

○
主
な
経
営
内
容

　
名
取
、
岩
沼
、
仙
台
（
一
部
）
の
３
市

で
、水
稲
（
１
２
３
㌶
）、大
豆
（
63
㌶
）、

麦
（
25
㌶
）
を
作
付
け
す
る
ほ
か
、
園

芸
施
設
や
露
地
で
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、

タ
マ
ネ
ギ
、
綿
花
、
イ
チ
ゴ
）
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
工
で
は
特
産

品
「
耕
谷
も
ち
（
切
り
餅
）」
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

○
経
営
戦
略

　

震
災
復
興
で
農
地
の
圃
場
整
備
化
、

集
約
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
圃
場
を
ま

と
め
上
げ
、
大
規
模
化
し
た
中
で
大

型
機
械
を
導
入
し
、「
２
年
３
作
体
制
」

で
農
地
を
有
効
利
用
し
た
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
谷
地
区
特
有
の
肥
よ
く
で

粘
土
質
の
土
壌
を
生
か
し
た
も
ち
米
生

産
と
、
耕
谷
も
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
新
年
の
抱
負

　
震
災
か
ら
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
大

規
模
農
業
を
行
う
う
え
で
、
コ
ス
ト
削

減
、
社
員
育
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

農
業
を
通
じ
て
耕
谷
地
区
か
ら
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
土
地
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
農
業
を
切
り
拓
い
て
き
た

い
で
す
。

在
、ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

を
試
験
栽
培
し
て
い
ま
す
。

○
経
営
戦
略

　
「
自
分
が
地
域
農
業
を
支
え
る
」
と

い
う
意
気
込
み
で
農
地
を
受
託
し
、
水

田
を
活
用
し
た
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
米
は
、
専
門
機
関
に
委
託
し
て

成
分
分
析
を
実
施
。
Ｓ
ラ
ン
ク
評
価
を

受
け
た
良
品
質
の
も
の
だ
け
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
社
米
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
で

甘
酒
を
生
産
す
る
ほ
か
、
玄
米
食
専
用

品
種
「
金
の
い
ぶ
き
」
を
栽
培
し
、
特

色
あ
る
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
新
年
の
抱
負

　

こ
れ
か
ら
も
品
質
を
追
求
し
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
販
路
を
獲
得
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
七
ツ
森
の
甘
酒
の
販
売
を
軌

道
に
乗
せ
、
多
方
面
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
農
業
・
農
村
が
抱
え
る
課
題
は
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
向
き
に
地
域

を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

○
組
織
構
成

　
社
長
・
我
孫
子
弘
美
さ
ん
（
64
）

　
ほ
か
役
員
６
人
、
従
業
員
18
人

○
設
立
年
月
日

　
平
成
15
年
７
月
11
日

○
主
な
経
営
内
容

　
水
稲
（
16
㌶
）、
大
豆
（
19
㌶
）、
飼

料
用
米
（
８・
５
㌶
）
を
作
付
け
す
る

ほ
か
、
大
型
施
設
で
エ
ノ
キ
タ
ケ
を
周

年
栽
培
し
、
加
美
町
の
４
組
織
で
掲
げ

る
統
一
ブ
ラ
ン
ド
「
白
い
音
符
」
と
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
８
月

か
ら
は
、
み
や
ぎ
生
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、「
め
ぐ
み
野
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
え
の

き
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
出
荷
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

○
経
営
戦
略

　
「
地
域
農
業
を
持
続
す
る
た
め
、
恒

久
的
な
企
業
組
織
で
あ
り
続
け
る
」
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
エ
ノ
キ
タ
ケ

の
周
年
栽
培
は
、
地
域
の
雇
用
を
生
み

出
す
ほ
か
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
定
着
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
を
傷
付
け
な
い
よ
う
高
品

質
生
産
・
安
定
出
荷
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
新
年
の
抱
負

　

み
や
ぎ
生
協
と
の
提
携
は
、
安
全
・

安
心
を
求
め
る
消
費
者
に
対
し
て
優
良

な
生
産
者
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
年
間

生
産
量
５
０
０
㌧
を
維
持
し
、
取
引
上

の
信
用
を
さ
ら
に
得
て
、
よ
り
飛
躍
し

た
い
で
す
。

「
自
分
た
ち
の
強
み
」
を

し
っ
か
り
見
据
え
、

次
世
代
に
つ
な
ぐ
農
業
に
取
り
組
む

４
農
業
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

農業生産法人 有限会社イーストファームみやぎ（美里町南郷地区）

有限会社耕谷アグリサービス（名取市耕谷）

赤間農業開発株式会社（大和町宮床）

有限会社平柳カントリー農産（加美町中新田地区）

特 集 次世代につなぐ 農のかたち
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降
ひ
ょ
う
、
竜
巻
、
台
風
な
ど
、
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
昨
年
４
月
12
日
に
降
霜
が
発
生
し
、

開
花
時
期
の
り
ん
ご
、
な
し
の
め
し
べ
が
褐
変
し
、

結
実
不
良
で
着
果
数
が
不
足
す
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
の
台
風
10
号
の
通
過
に
伴
い
、

り
ん
ご
の
中
で
も
収
穫
間
近
の
つ
が
る
に
果
実
落
果

や
倒
木
、
枝
折
れ
お
よ
び
傷
果
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
被
害
が
あ
っ
た
と
き
に
損

失
を
補
て
ん
す
る
「
果
樹
共
済
」
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
地
条

件
や
経
営
方
針
を
基
に
、
こ
の
機
会
に
加
入
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
最
寄
り

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

降霜でめしべおよび
子房が褐変した

暴風で果実が落果、
倒木、傷果の被害が
発生した

なし

りんご

果
樹
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

補
償
期
間
は

　
掛
金
等
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
間

で
す
。
た
だ
し
、
被
覆
期
間
が
１
年
に
満
た

な
い
場
合
は
、
被
覆
期
間
に
合
わ
せ
て
２
カ

月
以
上（
１
カ
月
単
位
）で
加
入
で
き
ま
す
。

補
償
金
額
は

　
評
価
額（
時
価
額
）の
60
〜
80
㌫
の
範
囲
で

選
択
で
き
ま
す
が
、
最
大
の
80
㌫
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。

（
例
）評
価
額
が
１
０
０
万
円
の
と
き
、
80
㌫

を
選
択
す
る
と
、
補
償
金
額（
共
済
金

額
）は
80
万
円
と
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金
等
は

共
済
掛
金
と
事
務
費
賦
課
金
の
合
計
で
す
。

●�

掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担
し
ま
す
。（
共

済
金
額
８
千
万
円
ま
で
）

　
※�
た
だ
し
、
復
旧
費
用
部
分
の
掛
金
は
全

額
農
家
負
担
に
な
り
ま
す
。

●�

共
済
掛
金
等
は
、
必
要
経
費
と
し
て
所
得

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
※�

詳
し
い
掛
金
等
は
N
O
S
A
I
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
方
へ

被
害
発
生
時
に
は
す
ぐ
連
絡
を
！

　
ご
加
入
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
に
被
害

が
発
生
し
た
と
き
は
、
損
害
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

N
O
S
A
I
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
※�

損
害
通
知
が
遅
れ
被
害
状
況
を
確

認
で
き
な
い
場
合
、
共
済
金
を
お

支
払
い
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
農
業
用
ハ
ウ
ス
は
、
常
に
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
冬
期
間

は
強
風
や
大
雪
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
に
備
え
る
た

め
、
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

強
風
や
大
雪
に
万
全
の
備
え
を

補償の対象となる災害は

風害

雪害

ひょう害

その他の自然災害

火災

（水害・地震・噴火・落雷）

※上記のほかに、破裂・爆発・
　車両の衝突・鳥獣害・病虫害

附帯施設

暖房施設、換気施設、
かん水施設、自動制御
施設など

施設内農作物
施設内で栽培されている
野菜、花きの生産費

撤去費用
ハウス本体の解体や廃材の
撤去・処分に要する費用

特定園芸施設
〔本体＋被覆材〕

農作物を栽培するため
の、プラスチックハウ
ス、ガラス室、雨よけ
施設、多
目的ネッ
トハウス

被覆材を除くハウス本体（附帯施設
を加入した場合は、附帯施設も対象）
の復旧に要する費用

復旧
費用

主 な 引 受 方 式 対象となる共済事故 補償割合

半相殺方式

（農家単位で
樹園地の 

損害を把握）

減収総合短縮方式
すべての気象災害、火災、病虫害、鳥獣害による果実
の減収被害があったとき（盗難は共済事故の対象にな
りません）

７ 割

特
定
危
険
方
式

減収暴風雨方式
最大風速（10分間の平均風速）13.9m/sまたは最大瞬
間風速20m/sを超え、落果や損傷による果実の減収被
害があったとき

８ 割
減収暴風雨・
ひょう害・
凍霜害方式

暴風雨、降ひょう、凍傷、降霜による果実の減収被害
があったとき

樹園地単位方式

（被害樹園地
ごとに損害

を把握 ）

減収総合短縮方式
すべての気象災害、火災、病虫害、鳥獣害による果実
の減収被害があったとき（盗難は共済事故の対象にな
りません）

６ 割

特
定
危
険
方
式

減収暴風雨方式
最大風速（10分間の平均風速）13.9m/sまたは最大瞬
間風速20m/sを超え、落果や損傷による果実の減収被
害があったとき

７ 割
減収暴風雨・
ひょう害・
凍霜害方式

暴風雨、降ひょう、凍傷、降霜による果実の減収被害
があったとき

特定園芸施設（本体＋被覆材）の加入を基本に、
それぞれ組み合わせて加入できます

共
済
責
任
期
間
は
発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
期
間
は
12
月
10
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
で
す
。

大雪でつぶれたハウス

07 和み 2017. 1 和み 2017. 1 0606



１ 

繁
殖
台
帳
の
整
備

　
繁
殖
管
理
の
基
本
は
、
牛
の
行
動
を
観
察

す
る
こ
と
で
す
。
行
動
観
察
で
さ
ま
ざ
ま
な

兆
候
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
短
時

間
で
い
い
の
で
一
日
何
回
か
観
察
し
ま
し
ょ

う
。
食
欲
や
行
動
、
陰
部
の
変
化
な
ど
で
確

認
で
き
ま
す
。
パ
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
牛
同
士

で
の
乗

じ
ょ
う

駕が

行
動
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　
行
動
観
察
の
次
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

が
、
繁
殖
台
帳
で
す
。
小
ま
め
に
記
録
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。台
帳
を
牛
舎
内
に
掲
示
し
、

管
理
者
全
員
で
情
報
の
共
有
、
確
認
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
発
情
関
係
だ
け
で
は
な
く
、

分
娩
が
近
づ
い
て
い
る
牛
の
確
認
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

２ 

授
精
に
関
し
て

　
人
工
授
精
は
、
発
情
の
開
始
か
ら
終
わ
り

ま
で
の
間
に
実
施
し
ま
す
が
、
発
情
の
終
わ

り
こ
ろ
に
授
精
す
る
の
が
理
想
で
す
。
牛
に

よ
っ
て
発
情
の
持
続
時
間
や
強
さ
な
ど
に
違

い
が
あ
る
の
で
注
意
深
く
観
察
し
、
特
徴
を

把
握
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
胎
し
に
く
い
牛
は
、
授
精
後
５
日
目
に

着
床
を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン
剤
の
投
与
も
有

効
で
す
。

　
発
情
が
な
か
な
か
発
見
で
き
な
い
と
き
は

獣
医
師
に
診
断
し
て
も
ら
い
、「
シ
ダ
ー
シ

ン
ク
」
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。
シ
ダ
ー
シ
ン
ク
は
、
ホ
ル
モ
ン
剤
を
利

用
し
、
人
為
的
に
発
情
か
ら
排
卵
ま
で
を
調

整
す
る
、
人
工
授
精
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

３ 

受
胎
確
認

　

授
精
後
50
〜
60
日
で
妊
娠
鑑
定
を
し
ま

し
ょ
う
。
大
事
な
こ
と
は
、
妊
娠
し
て
い
な

い
牛
を
早
め
に
発
見
す
る
こ
と
で
す
。
長
期

空
胎
と
な
ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
鑑
定
し
ま

し
ょ
う
。

　
超
音
波
診
断
装
置
に
よ
る
妊
娠
鑑
定
は
、

授
精
後
30
日
こ
ろ
か
ら
可
能
で
す
。

４ 

分
娩
の
監
視

　
分
娩
の
基
本
は
、「
監
視
す
れ
ど
も
関
与

せ
ず
」
で
す
が
、
早
め
に
介
助
し
て
難
産
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
胎
児
が
大
き
く
、
事
故
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
監
視
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
受
胎
し
て
も
分
娩
で
事
故
を
起

こ
し
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
未
然
に

防
ぐ
監
視
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

　
分
娩
１
日
前
に
現
れ
る
分
娩
兆
候
特
有
の

温
度
変
化
を
捉
え
た
分
娩
予
測
通
知
が
メ
ー

ル
で
送
信
さ
れ
る
器
具
（
例
え
ば
「
モ
バ
イ

ル
牛
温
恵
」
や
「
モ
ー
安
心
」
な
ど
）
や
、

１　
日　
　
時

　
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

２　
場　
　
所

　
パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
大
崎
市
古
川
穂
波
３
丁
目
４
番
20
号
）

３　
講　
　
演

　
「
和
牛
子
牛
の
飼
養
管
理
と
疾
病
予
防（
仮
題
）」

　
講
師
：�

北
里
大
学
獣
医
学
部
獣
医
学
科

大
動
物
臨
床
学
准
教
授 

高
橋
史
昭
氏

４　
参
集
範
囲

　
繁
殖
牛
飼
養
農
家
、
畜
産
関
係
者

５　
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
家
畜
部
家
畜
課

　
T
E
L
０
２
２
‒
２
２
５
‒
６
７
８
１

　
※�

参
加
に
つ
い
て
は
、
２
月
６
日
（
月
）

ま
で
に
最
寄
り
の
支
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
※�

当
日
、駐
車
場
が
ほ
か
で
も
使
用
さ
れ
る
都

合
上
、
乗
り
合
わ
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

無
線
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
コ
ス
ト
は

か
か
り
ま
す
が
、
分
娩
監
視
が
楽
に
な
り

ま
す
。

　
繁
殖
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
分
娩
間
隔
を

適
正
に
保
つ
こ
と
で
す
。
発
情
発
見
→
授
精

→
妊
娠
確
認
→
分
娩
→
発
情
発
見
の
繁
殖
サ

イ
ク
ル
を
ど
れ
だ
け
短
縮
で
き
る
か
が
大
事

で
す
。
日
々
の
行
動
を
観
察
し
、
チ
ャ
ン
ス

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
（
農
業
共
済
）
制
度
は
、
平
成
29

年
12
月
に
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国

（
全
国
農
業
共
済
協
会
・
髙
橋
博
会
長
）
で
は
こ

れ
を
機
に
、
農
業
・
農
村
の
将
来
に
向
け
て一
層
の

機
能
発
揮
を
目
指
す
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
公
募
し
ま
す
。

　

フ
レ
ー
ズ
の
内
容
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
重

要
性
と
新
た
な
時
代
に
適
切
に
対
応
し
て
役
割
を

果
た
し
て
い
く
姿
勢
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
農
家
や

国
民
が
広
く
共
感
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
厳
正
に
審

査
さ
れ
、
平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
入
賞
者
本
人

へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
農
業
共
済
新
聞
紙
上
で
発
表
。
最
優
秀

作
品
（
１
点
）
は
賞
金
10
万
円
、優
秀
作
品
（
数
点
）

は
賞
金
３
万
円
、
選
外
賞
は
抽
選
に
よ
り
50
人
に

図
書
カ
ー
ド
（
千
円
相
当
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　

�

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nosaim

iyagi.or.jp/

）
か
ら
所
定
の
応

募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は

未
発
表
か
つ
自
作
に
限
り
ま
す
。
応
募
用
紙
１

枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
１
人
で
複
数
の
応
募

も
可
能
で
す
。

▽
募
集
締
め
切
り　
平
成
29
年
１
月
31
日
ま
で

▽
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

�

郵
送
（
〒
１
０
２
‒
８
４
１
１　

東
京
都
千
代

田
区
一
番
町
19 

全
国
農
業
共
済
協
会
「
70
周
年

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
募
集
係
）

　
メ
ー
ル
：seido70th@

nosai.or.jp

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
‒
３
２
２
１
‒
７
９
７
８

　
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
税
の
関

わ
り
」
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
農
業
所
得
申
告
の

際
に
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

○�

共
済
掛
金
等
（
共
済
掛
金
、
賦
課

金
）
の
取
り
扱
い

　
共
済
掛
金
等
に
つ
い
て
は
、
必
要

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

建
物
共
済
の
掛
金
の
う
ち
、
居
住
し

て
い
る
建
物
と
家
具
類
の
総
合
共
済

の
地
震
部
分
が
所
得
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

○�

共
済
金
の
取
り
扱
い

　
共
済
金
は
、
大
き
く
分
け
て
①
販

売
収
入
の
代
わ
り
に
支
払
わ
れ
る
、

農
作
物
、
家
畜
（
肥
育
牛
や
肉
豚
な

ど
）、
果
樹
、
施
設
内
農
作
物
な
ど

の
共
済
金
②
資
産
の
損
害
補
て
ん
と

し
て
支
払
わ
れ
る
家
畜
（
繁
殖
牛
や

乳
牛（
経
済
的
廃
用
を
除
く
）な
ど
）、

園
芸
施
設
本
体
な
ど
の
共
済
金
が
あ

り
ま
す
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
得
に
算

入
さ
れ
課
税
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。
②
に
つ
い
て
は
非
課
税
所
得
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

○
無
事
戻
し
金
の
取
り
扱
い

　
無
事
戻
し
金
は
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

一
年
一
産
に
向
け
た
繁
殖
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に

中
核
畜
産
農
家
経
営
支
援
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

農
業
所
得
申
告
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
子
牛
の
値
段
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
、
一
年
一
産
に
向
け
た
繁
殖
管
理
を
、
基
本
に
立
ち
返
っ
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
発
情
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
授
精
、
受
胎
確
認
、
分
娩
ま
で
を
最
短
に
毎
年
繰
り
返
す
こ
と
が

繁
殖
成
績
お
よ
び
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

牛舎に掲示された記録板

超音波（エコー）診断装置

モバイル牛温恵
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2

1小高い場所に整備された乳用牛舎 2自由に採食し、十分な運動もできる
3町内の木材を使用した明るく広い牛舎 4「畜産農家の声に応えたい」と古内さん

　

石
巻
市
北
村
で
、
水
稲
の
冬
期
湛
水
・

不
耕
起
栽
培
に
取
り
組
む
「
遠
藤
農
園
」

が
あ
り
ま
す
。
遠
藤
則
靖
さ
ん
（
45
）
が
、

家
族
と
と
も
に
サ
サ
ニ
シ
キ
1.9
㌶
を
手
掛

け
、「
私
た
ち
は
『
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
』
と

呼
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
収
穫
が
終
わ
る
と
春

ま
で
水
を
張
り
続
け
、
本
来
は
地
中
に
い

る
菌
類
や
微
生
物
を
水
中
に
多
く
発
生
さ

せ
る
こ
と
で
昆
虫
や
小
動
物
を
集
め
、
田

ん
ぼ
で
食
物
連
鎖
を
保
た
せ
る
「
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
水
田
」
で
す
。

　
遠
藤
農
園
で
は
さ
ら
に
、
無
農
薬
無
施

肥
で
、
よ
り
自
然
に
近
い
状
態
を
維
持
し

な
が
ら
稲
の
生
命
力
に
従
っ
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
則
靖
さ
ん
は
「
決
し
て
現
代
農
法
を
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
の
た
め
、
口
に
す
る
食
物
は
、
自
然

の
中
で
起
き
て
い
る
食
物
連
鎖
の
『
命
の

リ
レ
ー
』
で
つ
な
が
っ
て
で
き
て
い
る
と

伝
え
た
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
丹
精
込
め
て
育
て
た
米
は
、
そ
の
ま
ま

販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
米
粉
な
ど
に

も
加
工
。「
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
で
命
の
リ

レ
ー
が
つ
な
ぐ
米
」
と
好
評
で
す
。

　

地
元
の
小
学
校
か
ら
依
頼
を
受
け
て

「
米
作
り
か
ら
加
工
ま
で
」
の
授
業
を
実

施
し
、
米
作
り
を
則
靖
さ
ん
、
米
粉
の
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
提
供
す
る
ま
で

を
妻
の
優
子
さ
ん
が
担
当
。
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。

　
遠
藤
夫
妻
は
「
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
を
通

し
て
、
命
の
つ
な
が
り
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

▲則靖さんと優子さん　手前には優子さんが作った米粉のシフォンケーキ

　
「
赤
飯
の
お
い
し
さ
を
届
け
た
い
」
と

話
す
、
大
崎
市
松
山
の
浦
上
和
子
さ
ん

（
65
）。
平
成
27
年
12
月
か
ら
「
御
赤
飯

セ
ッ
ト
」
を
販
売
し
、「
あ
ず
き
の
風
味
が

と
て
も
い
い
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
浦
上
さ
ん
は
、
水
稲
２
㌶
を
作
付
け
す

る
ほ
か
、
畑
20
㌃
で
季
節
に
合
わ
せ
た
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
加
工
は
、「
自
分
が
手
掛
け
た

農
産
物
を
１
０
０
㌫
活
用
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
開
始
。
平
成
11
年
に
自
宅
に
加

工
場
を
設
け
、
自
家
産
み
そ
を
使
用
し

た
「
し
そ
巻
き
」
を
は
じ
め
、
地
元
産
の

食
材
を
利
用
し
た
加
工
品
を
先
駆
け
て
製

造
・
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
御
赤
飯
セ
ッ
ト
」
は
、
炊
飯
器
で
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
３
合
分

の
米
と
ゆ
で
あ
ず
き
３
０
０
㌘
を
組
み
合

わ
せ
て
商
品
化
し
ま
し
た
。
米
は
環
境
保

全
米
基
準
で
栽
培
し
た
自
家
産
「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
と
「
み
や
こ
が
ね
も
ち
」
を
ブ
レ

ン
ド
し
、
あ
ず
き
は
高
品
質
の
北
海
道
産

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
う
る
ち
米
と
も
ち
米
の
配
合
割
合
と
、

ゆ
で
あ
ず
き
の
硬
さ
が
ポ
イ
ン
ト
。
保
存

料
を
使
わ
ず
に
、
常
温
で
一
年
間
品
質
を

保
つ
よ
う
に
す
る
の
に
苦
労

し
た
」
と
浦
上
さ
ん
。
多
く

の
協
力
を
得
て
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
浦
上
さ
ん
は
「
赤
飯
は
母

か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な
味

で
す
。
あ
ず
き
が
い
っ
ぱ
い

入
っ
た
ふ
る
さ
と
の
味
わ
い

を
、
誕
生
日
な
ど
お
祝
い
の

日
に
み
ん
な
で
食
べ
て
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。

　
畜
産
農
家
の
負
担
軽
減
と
規
模
拡
大
を

推
進
し
よ
う
と
、
加
美
町
の
小
野
田
地
区

に
加
美
町
営
薬
莱
原
放
牧
場
が
オ
ー
プ
ン

し
て
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
放
牧
場
管
理

主
任
の
古
内
克
秋
さ
ん
（
61
）
は
「
農
家

の
理
想
と
す
る
牛
の
姿
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

気
を
引
き
締
め
ま
す
。

　
同
放
牧
場
は
、
こ
れ
ま
で
乳
用
育
成
牛

だ
け
を
受
け
入
れ
て
運
営
し
て
き
た
施
設

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
60
㌶
ほ
ど
の
草

地
を
造
成
し
、
肉
用
牛
舎
を
新
設
。
平
成

27
年
７
月
か
ら
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

　
利
用
料
金
は
、
１
頭
一
日
当
た
り
４
０
０

円
（
税
別
）
。
乳
用
育
成
牛
50
頭
、
肉
用

牛
１
５
０
頭
の
通
年
預
託
が
可
能
で
、
畜

産
農
家
は
畜
舎
を
増
築
す
る
こ
と
な
く
増

頭
で
き
、
飼
料
費
低
減
、
労
力
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
主
の
入
院
な
ど
と
い
っ
た
一
時

的
な
利
用
に
も
対
応
し
、
廃
業
を
迫
ら
れ

る
状
況
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
古
内
さ
ん
を
含
め
４
人
で
飼
養

全
般
を
管
理
し
、
開
場
当
初
は
70
頭
ほ
ど

だ
っ
た
預
託
牛
が
、
肉
用
牛
92
頭
、
乳
用

牛
50
頭
に
ま
で
増
頭
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
乳
用
育
成
牛
預
託
は
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
放
牧
し
、
冬
に
畜
主
に

返
す
『
夏
山
冬
里
方
式
』
を
取
り
入
れ
て
い

た
」
と
古
内
さ
ん
。
草
地
を
自
由
に
採
食
し

十
分
な
運
動
が
で
き
る
た
め
、
強
健
で
連
産

性
を
期
待
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が
進

み
、
労
働
力
不
足
か
ら
不
安
定
な
経
営
に

陥
る
畜
産
農
家
が
顕
著
化
。
畜
産
農
家
全

体
の
維
持
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
運
営
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。

　
古
内
さ
ん
は
「
粗
飼
料
は
自
分
た
ち
で

調
達
す
る
た
め
大
変
だ
が
、
利
用
す
る
町

内
の
畜
産
農
家
の
声
に
応
え
た
い
」
と
緊

張
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
新
規
畜
産
経
営
希
望
者

や
後
継
者
の
研
修
、
小
中
学
校
の
農
業
体

験
学
習
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
、
古
内
さ
ん
は
「
町
の
農
業
拠
点
施
設
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

管
理
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

▲「母から受け継いだ味を届けたい」と浦上さん

問い合わせ先／ ☎0229-55-3574

4

地　域
の
話 題

地　域
の
話 題

赤
飯
で
母
の
味
を
伝
え
た
い

浦
上　
和
子
さ
ん
（
大
崎
市
松
山
）

ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ
で

命
の
リ
レ
ー
を

遠
藤
則
靖
さ
ん
・
優
子
さ
ん
夫
妻
（
石
巻
市
）

地
域
の
畜
産
を
応
援
し
た
い

　

加
美
町
営
薬や

く
莱ら
い

原は
ら

放
牧
場
（
加
美
町
）

1

地　域
の
話 題

3
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kitchen garden

四季の畑
　
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
種
ま
き
し
、

ハ
ウ
ス
で
育
苗
し
ま
す
。
４
月
に
露
地
畑

へ
定
植
し
、
７
月
ご
ろ
に
収
穫
す
る
作
型

で
す
。
露
地
で
越
冬
し
な
い
の
で
、
抽

苔
（
と
う
立
ち
）
や
凍
害
の
心
配
が
な

く
、
安
定
し
た
収
量
を
見
込
め
ま
す
。
秋

ま
き
栽
培
と
比
べ
て
球
は
や
や
小
ぶ
り
で

す
が
、
歩
止
ま
り
が
高
い
た
め
、
総
収
量

は
秋
ま
き
栽
培
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。
ま

た
、
畑
の
占
有
期
間
が
約
３
カ
月
と
短
い

た
め
、
ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
秋

作
と
の
輪
作
が
可
能
で
す
。

　

 

播
種
と
育
苗
管
理

①�

播
種
時
期
の
設
定
は
、定
植
時
期
よ
り
逆
算
し
て
決
め
ま
す
。

　
温
床
の
場
合
は
、
定
植
時
期
の
60
日
前
で
す
。

　
無
加
温
の
場
合
は
、
定
植
時
期
の
65
～
75
日
前
で
す
。

②�

ハ
ウ
ス
内
で
セ
ル
ト
レ
イ
（
２
０
０
～
２
８
８
穴
）
に
播
種

し
、
地
床
に
直
置
き
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で

被
覆
し
て
、
地
温
・
気
温
共
に
20
℃
程
度
で
管
理
し
ま
す
。

③�

発
芽
日
数
は
、
温
床
で
７
日
前
後
、
無
加
温
で
10
～
15
日
を

要
し
ま
す
。

④�

苗
の
曲
が
り
や
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
、
倒
れ
る
前
に
草
丈
の
３

分
の
１
程
度
葉
先
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤�

定
植
10
日
前
か
ら
、
徐
々
に

外
気
に
な
ら
し
ま
す
。

⑥�

本
葉
３
～
４
枚
、
茎
の
太
さ

４
㍉
を
目
標
に
育
苗
し
ま
す
。

　
 

定
植
と
そ
の
後
の
管
理

①�
畑
の
準
備
が
で
き
次
第
定
植
し
ま
す
。

　
※
宮
城
県
平
坦
地
で
は
４
月
１
日
～
10
日
ご
ろ
が
目
安
で
す
。

②�

マ
ル
チ
無
し
の
平
ベ
ッ
ド
で
、
株
間
12
㌢
、
条
間
20
㌢
で
４

条
植
え
に
し
ま
す
。

③�

定
植
後
は
灌
水
等
で
活
着
を
促
し
、
ネ
キ
リ
ム
シ
の
食
害
に

も
注
意
し
ま
す
。

④�

定
植
直
後
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
に
は
、雑
草
防
除
を
行
い
ま
す
。

⑤�

収
穫
期
が
通
常
の
秋
ま
き
栽
培
よ
り
も
遅
く
、
高
温
・
多
湿

な
時
期
に
な
る
た
め
、
病
害
虫
防
除
の
徹
底
が
重
要
で
す
。

　
　
【
病
害
】・
べ
と
病
（
４
月
末
～
６
月
）

　
　
　
　
　
・
軟
腐
病
等
の
細
菌
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
～
７
月
の
大
雨
後
や
高
温
多
湿
）

　
　
【
虫
害
】・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
（
５
月
～
７
月
）

　
　
　
　
　
・
ネ
ギ
コ
ガ
（
６
月
～
７
月
）

　
※�

こ
れ
ら
の
害
虫
は
、
降
雨
が
少
な
い
と
き
に
多
発
し
ま
す
の

で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
収
穫
１
週
間
前
く
ら
い

の
殺
菌
剤
散
布
は
、
貯
蔵
に
も
効
果
的
で
す
。

⑥�

収
穫
の
目
安
は
、
葉
が
８
～
９
割
程
度
倒
伏
し
た
こ
ろ
に
収

穫
し
ま
す
。
貯
蔵
中
の
腐
敗
を
減
ら
す
た
め
、
収
穫
後
の
乾

燥
を
素
早
く
行
い
ま
す
。

　
※�

炎
天
下
で
長
時
間
地
干
し
し
ま
す
と
、
球
が
日
焼
け
し
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

冬
春
ま
き
栽
培
の
留
意
点

①�

定
植
の
目
安
は
、
コ
ブ
シ
の
花
が
咲
く
こ
ろ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
開
花
始
め
の
１
週
間
前
く
ら
い
で
す
。

　

�

定
植
が
遅
く
な
る
ほ
ど
球
が
小
さ
く
な
り
、
腐
敗
も
増
え
ま

す
の
で
、
早
め
の
定
植
準
備
を
行
い
、
適
期
定
植
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

②�

４
月
～
６
月
の
乾
燥
に
よ
り
茎
葉
の
生
育
が
不
十
分
だ
と
、

球
高
が
低
く
な
り
横
太
り
の
球
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
６
月
～
７
月
の
乾
燥
は
球
の
肥
大
に
影
響
し
ま
す
。

土
壌
の
乾
燥
が
続
く
場
合
は
積
極
的
な
灌
水
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
※�

転
作
田
で
栽
培
す
る
場
合
は
、
排
水
対
策
が
必
要
で
す
。

畦
の
高
さ
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

早
晩
性
の
異
な
る
品
種
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
収
穫
期

を
分
散
で
き
ま
す
。

冬
春
ま
き

　
　
栽
培
と
は

（株式会社 渡辺採種場）

宮城県
平坦地

畑作り例（kg／1アール）
完熟堆肥
苦土石灰
過リン酸石灰
苦土重焼燐

200～300
12
4
2

施肥例（kg／1アール）
MMB燐加安14号 10元肥

（追肥：基本的には必要ありません）

属　　名：ネギ属
連作障害：少 （々1年くらいあける）
発芽適温：20℃程度
生育適温：15～20℃
栽植距離：株間12㌢
　　　　　条間20㌢
　　　　　4条植え（マルチ無し）

栽培カレンダー（露地）
 月 1 2 3 4 5 6 7

●播種 ▲定植 ■オーロラ収穫 ■ポールスター収穫　

水
稲
６
㌶
を
作
付
け
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
産
の
収
穫
作
業
は
天

候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
10
月
末
ま

で
続
き
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
、

収
穫
の
喜
び
は
、
何
も
の
に
も
代
え

ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
現
在
、
高
清
水
地
区
共
済
部
長
会

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
部
長
会

運
営
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽

し
く
部
長
会
の
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　
楽
し
み
は
、
か
わ
い
い
孫
た
ち
と

一
緒
に
行
く
温
泉
巡
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

▼�

総
代
歴
12
年
。
共
済
部
長
歴

15
年
。損
害
評
価
員
歴
15
年
。

▼�

総
代
歴
２
年
。
共
済
部
長
歴

５
年
。損
害
評
価
員
歴
５
年
。

　
水
稲
６
㌶
、
セ
リ
25
㌃
を
作
付
け

す
る
ほ
か
、
ミ
ョ
ウ
ガ
タ
ケ
や
長
ナ

ス
を
25
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
セ
リ
は
、
下
余
田
芹
出
荷
組
合
と

し
て
出
荷
。
年
末
年
始
が
一
番
の
繁

忙
期
の
た
め
、
家
族
み
ん
な
が
忙
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
知

名
度
が
増
し
て
き
た
「
セ
リ
鍋
」
は

最
高
で
す
。
皆
さ
ん
に
も
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
息
子
が
就
農
し
た
ば
か
り
な
の
で

す
が
、し
っ
か
り
と
覚
え
て
も
ら
い
、

セ
リ
産
地
・
下
余
田
を
守
り
続
け
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

栗
原
支
所

栗
原
市
高
清
水

操
　
正
一
さ
ん
（
69
）

亘
理
名
取
支
所

名
取
市
下
余
田

小
島
孝
男
さ
ん
（
68
）

冬春まきおすすめ野菜

タ マ ネ ギ

おすすめ品種

「オーロラ」に比べて収穫期が遅
い中晩生種です。肥大性が良く、
肉質はやわらかで食味に優れ、
長期貯蔵も可能な冬春まき品種
です。

秋まき栽培（中生）と冬春まき
栽培（早生）の兼用種です。冬
春まき栽培では最も早い時期に
収穫できます。肥大性に優れ、
内部分球（変形球）の発生が少
ない多収品種です。

ポールスター オーロラ

共
済
掛
金
等
は
口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き

の
簡
便
化
と
不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た

め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
「
口

座
振
替
」の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
現
金
で
納
入
い
た
だ
い
た
場
合
は
、「
加

入
内
容
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
加
入

内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
の
上
、
返

信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

事
故
発
生
通
知
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
ご
加
入
の
農
機
具
に
事
故
が
発
生
し
た

ら
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
ま
す
と
、
共
済
事
故
に
よ

る
交
換
部
品
か
、
故
障
等
の
事
故
外
に
よ

る
交
換
な
の
か
確
認
が
困
難
に
な
り
、
共

済
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
り
、
損
害
の

一
部
が
免
責
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
交
換
部
品
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

組
合
の
損
害
評
価
が
終
わ
る
ま
で
、
交

換
部
品
を
捨
て
ず
に
必
ず
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

修
理
業
者
に
修
理
依
頼
し
た
場
合
に

は
、
農
機
具
共
済
に
加
入
し
て
い
る
旨
を

伝
え
、
部
品
を
保
管
す
る
よ
う
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◯�

組
合
へ
の
事
故
発
生
通
知
の
遅
れ
が

２
カ
月
を
超
え
る
と
、
免
責
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共

済
金
の
支
払
い
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
出

場
・
飼
養
場
所
変
更
・
死
亡

の
と
き
で
す
。

《事故発生通知の遅延》
遅延期間 免責割合

事故発生後２カ月を超え３カ月以内 20％

事故発生後３カ月を超え６カ月以内 30％

事故発生後６カ月を超え１年以内 40％

事故発生後１年を経過した場合 50％

遅延期間に関わらず、損害評価が
できない場合 100％

20㎝程度
に切る 深植え

最適
浅植え

13 和み 2017. 1 和み 2017. 1 12
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二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。
ヒント▶拝むと縁起がいいといわれています

　

は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り

明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10

人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し

上
げ
ま
す
。

◎
〆
切  
平
成
29
年
2
月
10
日

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す

る
ご
意
見
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報

提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
応

募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

52
仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 1

（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

　

宝ほ
う

泉せ
ん

窟く
つ

と
呼
ば
れ
る

深
い
岩
窟
が
斜
面
の
麓

に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
る
湧
水
は
園
池
の
水
源
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
、「
州す

浜は
ま

」
と
呼
ば
れ
る

波
打
ち
際
を
再
現
し
た
池
か
ら
透
き
通
っ
た
せ
せ
ら
ぎ
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　
池
の
そ
ば
に
は
樹
齢
２
０
０
年
の
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
も

あ
り
、
園
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
趣
深
い
風
情
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
齋
藤
氏
庭
園
で
は
、
春
の
桜
、
初
夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
雪
景
色
と
、
一
年
を
通
し
て
四
季
折
々
の
味
わ
い
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
体
感
の
あ
る
空
間
は
、
見
る
人

を
圧
倒
さ
せ
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
石
巻
市
の
齋さ
い

藤と
う

氏し

庭て
い

園え
ん

は
、
東
北
三
大
地
主
の
一
人
に

数
え
ら
れ
た
齋
藤
家
の
九
代
当
主
、
善
右
衛
門
が
、
明
治

後
期
に
造
っ
た
庭
園
で
す
。

　
広
間
建
物
を
丘
陵
の
斜
面
を
背
に
し
て
景
観
の
中
心
に

置
き
、
周
囲
に
平
庭
、
園
池
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の

空
間
構
成
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
17
年
に
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
特
集
「
や
っ
ぱ
り
ご
飯
だ
っ
ち
ゃ
」
で
す
が
、
お
米

離
れ
し
て
い
る
今
、
米
の
特
性
が
載
っ
て
お
り
、
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
知
り
合
い
に
も
説
明
し
や
す
い
の

で
今
後
の
特
集
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
加
美
町
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆
家
庭
菜
園
を
し
て
お
り
、
と
て
も
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
飯
に
ピ
ッ
タ
リ
の
調
理
な
ど
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
す
。
全
部
毎
号
楽
し
み
に
愛
読
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
大
郷
町
Ａ
・
Ｒ
さ
ん
）

◆
県
内
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
農
業
経
営
や
形
態
が
分
か

り
、
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	

（
石
巻
市
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
）

◆
野
菜
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
今

月
の
野
菜
の
貯
蔵
の
方
法
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
友
達
に
も
早
速
教
え
よ
う
っ
と
。

	

（
大
崎
市
Ｓ
・
Ｅ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
も
み
じ
が
り（
紅
葉
狩
り
）』

        　
　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
　
藤
　
と
も
子
さ
ん
（
蔵
王
町
）

小
　
島
　
礼
　
子
さ
ん
（
角
田
市
）

鈴
　
木
　
梨
　
央
さ
ん
（
角
田
市
）

佐
　
藤
　
行
　
雄
さ
ん
（
角
田
市
）

小
　
林
　
せ
つ
子
さ
ん
（
岩
沼
市
）

森
　
川
　
和
香
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

石
　
川
　
千
　
代
さ
ん
（
大
崎
市
）

早
　
坂
　
吉
　
治
さ
ん
（
東
松
島
市
）

吉
　
田
　
章
　
子
さ
ん
（
石
巻
市
）

相
　
澤
　
え
　
み
さ
ん
（
石
巻
市
）

応  募  方  法前号の答えと当選者

齋藤氏庭園
（石巻市）

石巻市教育委員会生涯学習課◆問い合わせ先 ☎０２２５－９５－１１１１

大和町 千 坂   京 香 さん

　地元JAに勤めて５年目にな
ります。現在は貯金窓口を担当。
いつも笑顔でお客さまに接する
ことを心掛けています。
　休日は、小学生のころから続
けているバレーボールで汗を流
したり、好きな音楽バンドの
フェスティバルに出かけて楽し
んでいます。
　また、大和町女性消防隊の一
員として、地域防災のために
日々訓練に励んでいます。平成
25年に行われた第21回全国女
性消防操法大会では、みんなで
力を合わせ、全国優勝を飾るこ
とができました。

女性消防隊として
日々訓練

　

私
の
家
で
は
、
父
と
祖
父

が
牛
の
世
話
や
お
米
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
朝
早
く
起
き

て
、
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
１
年
生
の
時
か
ら

牛
の
え
さ
や
り
を
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。
今
は
ク
ラ
ブ

に
通
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま

り
お
手
伝
い
が
で
き
ま
せ

ん
。
時
間
が
で
き
た
ら
、
お

掃
除
と
か
い
ろ
い
ろ
な
お
手

伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　

仕
事
が
休
み
の
日
に
は
、

買
い
物
や
映
画
を
見
に
、
名

取
の
エ
ア
リ
に
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
仕

事
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
は
、

と
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
へ

小
笠
原  

芭 

純

 タテのカギ
❶成人式で多くみられる、未婚女性の礼装。
❷習慣となり、自分では気づかない言葉や動作。
❸目新しくしゃれていること。
❹世界三大美女の一人。中国唐代の皇妃。
❺やり通そうとする気持ち。「○○を張る」
❼要領を得た様子のこと。○○をつかむ。
❾2016年大ヒット映画、○○○○誠監督作「君の名は。」
⓫12月24日はクリスマス○○。
⓭アメリカの作家、自筆の挿絵を入れた動物記で有名。
⓯ゆきやこんこ、○○○やこんこ～♪
⓰イソップ寓話「金の○○　銀の○○」
⓱七草粥は○○の七草を入れ1月7日に食べます。
⓲種子島の特産として知られる安納○○。

 ヨコのカギ
❶リオ五輪卓球女子団体銅メダル、○○○○愛選手は仙台市出身。
❹夕方西の空に輝く金星。○○の明星。
❻感性の対義語。物事を正しく判断する力。
❼醤油、みりんなどの醸造に用いる、米・麦などを蒸し菌を繁殖させたもの。
❽室内の乾燥を防ぐため、水蒸気を噴き出す電気器具。
❿ノーベル文学賞を受賞した歌手、ボブ・○○○○。
⓬毛髪の表面に脂肪膜を作り、潤いを与え保護する。
⓮つうといえば○○。
⓱最も興味を引く場面のこと。
⓳薪の形をしたフランスのケーキ、ブッシュ・ド・○○○。
⓴柑橘類の一つ。日本での主な産地は広島県。

大河原町

小笠原  芭
は

　純
すみ

ちゃん  (11）

駈
かける

　く　ん   ( 9 ）

　お父さん	良　一 さ  ん

　お母さん	奈留美 さ  ん

　おじいちゃん   一さん

　おばあちゃん  貞
てい

子
こ

さん（ ）

前谷地駅

河南総合支所
●

GS
●

●石巻警察署
　前谷地駐在所

JR石巻線

JR気
仙沼
線

21

遊楽館

至小牛田

至古川

至気仙沼

至石巻

至旭山 至石巻

108

108

齋藤氏庭園

全国女性消防操法大会で優勝しました
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サケのマリネ

★�形を残すためしっかりと揚げ、熱いうちに漬け込んでください。

★生サケの代わりにサンマでもおいしいです。

本　　所　〒980-0011	
仙台市青葉区上杉1-8-10	
TEL 022-225-6701
県南支所　〒981-1505	
角田市角田字町田１１３	
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒983-0821	
仙台市宮城野区岩切字昭和東112-3	
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒989-2301	
亘理町逢隈中泉字一里原28-8	
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒981-4265	
加美町字矢越 226	
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒989-6166	
大崎市古川東町5-37	
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒987-2203	
栗原市築館字下宮野中田100	
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒987-0512	
登米市迫町森字平柳34-88	
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒986-1111	
石巻市鹿又字曽波の神前172	
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒989-0731	
白石市福岡深谷字桜丘前１０	
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒989-6251	
大崎市古川小野字嵐山26-1	
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒987-0511	
登米市迫町佐沼字中江1-3-1	
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒981-3602	
大衡村大衡字平林 39-4	
TEL 022-345-2241

作 り 方材 料 （ 4 人 分 ）

宮城

＊料理紹介者　
　南三陸町  菅原 きくかさん

❶ �サケはうろこを取り、一口大に切り分け、Ⓐで下味を付ける。

❷ �タマネギは薄切り、ニンジンは千切りにして合わせておく。

❸ �❶のサケの汁気を丁寧に拭き取り、小麦粉をまぶし180度に熱した
油でこんがりするまで揚げ、熱いうちに❷と一緒にⒷに漬け込む。

❹ �冷蔵庫で2～3時間寝かせ、味をしっかりなじませる。

❺ �器にレタスを敷き❹を盛り付け、切ったミニトマトを散らして出来
上がり。

生サケ…………………………400g

　　塩・コショウ… ……… 各少々

　　酒……………………大さじ1

　　酢……………………… 60cc

　　砂糖… ………………… 40g

　　しょうゆ………………… 20cc

タマネギ……………………… 1個

ニンジン……………………… 少々

小麦粉… …………………… 適量

サラダ油……………………… 適量

レタス………………………… 適量

ミニトマト…………………… 適量

Ⓐ｛
Ⓑ｛


